
10　　　ごみっと ・ ＳＵＮ   vol.22

　武蔵野市では、11 月８日に環境啓発施設「むさしのエ
コ r

リ
e ゾート」をオープンしました。

　「むさしのエコ re ゾート」の建物はごみ焼却施設「クリー
ンセンター」の建て替えに伴い、旧(初代)クリーンセンター
＊のプラットホームと事務所棟の一部を残してリノベー
ションしました。
＊初代クリーンセンターは、周辺住民の方々のご理解とご協力を
いただきながら、32 年間にわたり運転を続け、2017 年 4 月か
らは二代目クリーンセンターが稼働しています。

　「むさしのエコreゾート」は地球温暖化を踏まえて、
ごみをはじめ資源、エネルギー、緑、水循環、生物
多様性など、さまざまな環境問題について考え、学び、
体験することができる施設です。
　展示スペースや、廃材を使ってのものづくりなど
が体験できるコーナーのほか、ミニキッチン、パソ
コンが使え、環境に関する資料・図書が閲覧できる
コーナー、カフェスペースなどがあります。
　　　
　　 
　　 施設概要

　建物の外観は、旧クリーンセンターの建物を切断
した断面とごみ投入口が特徴的です。（タイトル写真）
　「ものづくり工房」は、約 1,000㎡ある旧プラット
ホームの大空間の一部を利用しています。
　「カフェスペース」にはI Hヒーターや水回りを完備。ロー
ルスクリーンもあり、講座等の開催も可能です。

　　  施設理念

　施設のコンセプトは
「子どもたちに未来をつ
なぐエコ re ゾート」。
　コンセプトを表す４
つのキーワードと５つ
の基礎となる考え方が
あります。（図Ａ、Ｂ）

　
　施設の機能は「知る」
「学ぶ・学び合う」「は
ぐくむ・育てる」「つ
なぐ」「支える」の５
つです。（図Ｃ）
　
　日々の暮らしの中に
ある環境問題や環境の
大切さに気づくように
働きかけ、気づきを環
境に配慮した行動へと
結びつけます。一人ひ
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とりの行動を地域ぐるみの取り組みへと広げ、さらには
市全域へと拡大し、持続可能なより良いまちづくりを目
指します。また、これらを目指すことで、環境分野の側
面から SDGs（持続可能な開発目標）の達成にも貢献し
ていきます。

　　  
　　  施設名称、ロゴマーク、キャラクター

　「むさしのエコ re ゾート」の名称は、市民参加のネー
ミングワークショップで提案されました。
　再びを意味する「re」とフランス語で「出かける」の
意の「sortir（ソルティール）」の略「sort（ソート）」が
合わさった「リゾート」は、「何度も通う場所」を意味
しています。
　また、「resort  to ～」で「最後の手段として～に訴える」
という意味になることから、「一つの木が育って雑木林
のようになり、何回も訪れたくなる、あたたかい感じの
する集まれる場所。危機的な環境を守る最後の砦」とい
う趣旨で提案され、地名の「む
さしの」と「エコ」を加えて決
定しました。

　ロゴマーク は風に吹かれて
廻り、循環する葉っぱとリサイ
クルマークをモチーフとして、
気持ちも新たに循環されるよう
な、ゆったりとしたロゴマークです。

　キャラクターのエコリスは、武蔵野市の特徴の緑を守
るリス。「むさしのエコ re ゾート」の隣にあるどんぐり
広場に住む設定で、トレードマークは大きな葉っぱの
しっぽと背中の木の模様、手には緑あふれる持続可能な
武蔵野市の未来が詰まった種「エコの実」を持っていま
す。市民の皆さんの公募で名前が決定しました。　　　　　　　　　　　　　　　

　　  市民参加型施設

　新しいクリーンセンターが稼働するまでの 30 年以上
もの間、市民生活に欠かせないごみ処理を担ってきた旧
クリーンセンターは、近隣住民の方々と市とが長年にわ
たり議論を積み重ねて実現した、武蔵野市の市民参加の
象徴ともいえる施設です。
　その建物を利用した「むさしのエコ re ゾート」では、
旧クリーンセンター建設にかかる市民参加の歴史を継承
し、市民や市民団体、事業者、関係機関、市などの多く
の主体が参加する会議を立ち上げ、運営や活用方法、実
際に行うプログラムなどについて、一緒に検討を進めて
います。
　また、環境啓発の担い手・主体として継続的に活躍で
きる人材を支援する事業として「環境の学校 連続講座」
や、学生たちが効果的な情報発信について検討し、実際
に広報ツールを制作する「環境の学校 PRプロジェクト」
など、市民参加の機会を提供しています。
　今後は、施設運営の補助や環境啓発事業の企画・運営
などで活躍する登録サポーター制度を導入し、さらなる
市民参加・市民参画を進めます。
　「むさしのエコ re ゾート」には、時代や価値観、ニー
ズの変化などに対応しながら、人も施設も学び合い、み
んなで一緒に新しい価値を創り続ける「進化しながら磨
く」という考え方があります。
　コロナ禍での開館には、さまざまな制約がありました
が、コロナ禍の今だからこそ、新しい生活様式に対応し
た、新しい環境啓発の手法を取り入れることもできます。
小さく生んだ施設ですが、多様な主体と一丸となって、
徐々に機能を広げていって、大きくのびのびと育ててい
きたいと思います。

利用案内

開館時間：午前９時 30 分から午後５時
休館日：火曜日、祝日（月曜日が祝日の場合は月曜日開館、　　
　　　　　  水曜日休館）、年末年始
所 在 地：〒 180-0012　武蔵野市緑町３-1-5
e  - mail： ecoresort@city.musashino.lg.jp   
問合せ先：武蔵野市環境部 環境政策課
　　　　　環境啓発施設係（むさしのエコ re ゾート内）
電話：0422-60-1945　FAX：0422-51-5590
ホームページ：https://musashino-ecoresort.com
Facebook：
https //www.facebook.com/musashino.eco.resort/


